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ルチル型二酸化チタン光触媒
低コストかつ簡便に、光触媒性能と親水性に優れた
二酸化チタン薄膜を作製可能

実用の二酸化チタン光触媒は粉末を原材料とすることが多く、基板へ
の固定化や密着性が産業利用上の課題であった。また、二酸化チタンは
紫外光には活性だが、太陽光などの自然光の活性が乏しい点も長年の
課題である。
本発明は、陽極酸化法を用いたルチル型二酸化チタン薄膜の製造技
術に関するものであり、本法により比較的低コストで、光触媒性能と超親
水性を併せ持つ、密着能の高い薄膜の創製が可能である（右表）。こ
の薄膜は紫外光だけでなく可視光においても光触媒活性を示す（図
１）。また、紫外線照射だけでなく可視光下でも水滴が0.005秒後に
完全に薄膜表面で濡れ拡がり、“浸透性に優れたインクジェットプリンター
用用紙”と同等の高速濡れ性を確認している（図２）。

概要

 空気清浄機、水質浄化機、医療機器、衛生機器、食器・調理用機
器、生体適合性材料

 建築物外装材（外壁、ガラス）・内装材（壁紙）、等
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【表】 従来材（ゾルゲル法にて作製）と陽極酸化法で作製した二酸化チタンの特徴の比較

製法 主要相 色
光触媒性能

超親水性 密着力

紫外光 可視光

ゾルゲル法 アナタース 透明 ○ ○ △ ×

陽極酸化
従来法 アナタース 多色 △ △ △ △

本発明 ルチル 白灰色 ○ ○ ○ ○

【図１】各試料の様々な波長の光照射による
MB分解率：ルチル型（本発明：緑棒グラフ）
がアナタース型より、紫外光および可視光の両波
長に対して高い活性を示す
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【図２】蛍光灯下での陽極酸化
膜への水滴滴下後CCD画像：
水滴が高速で濡れ拡がるのが観
察できる

0.005 ms 後

着下直前
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